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学校給食センターの目標（平成２５年度）自己評価書 

 

学校給食センター所長 石渡 義隆 

 

 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

１ 学校給食の充実（管理班） 

（１） 学校、地域、家庭との連携・協力を図りながら学校給食を通じて日常生

活における食事について、正しい理解と望ましい食習慣を養い栄養の改

善や健康の推進に関する指導の充実に努めます。 

 （給食指導） 

   ・小学校では学年に応じたテーマを設け、栄養士が計画的に指導を行い、

中学校では生活習慣病予防などの学習会を実施します。 

 （給食だより・センターからこんにちは） 

   ・酒々井町健康ビジョンの推進を図るため、関係課と連携し生活習慣病な

ど生涯にわたる健康づくりを目的とした「センターからこんにちは」を

年３回作成し、児童生徒の保護者へ配布するとともに、広報しすいに掲

載します。 

 

 

（２） 地元で生産された安全で新鮮な野菜や加工品を積極的に取り入れ、地産

地消を推進します。 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 

 

・給食という身近な教材を通じて、児童生徒に健康保持の

重要性認識させました。 

・毎月発行する「給食だより」を通して、食生活に対する

正しい知識の普及を図りました。 

・家庭科の授業や給食の時間を活用して、栄養教諭及び栄

養士が望ましい食生活について指導しました。 

・年３回（８月・１０月・２月）発行する「センターから

こんにちは」を通して、生活習慣病予防などの健康づくり

を推進しました。 

・酒々井町ホームページを利用し、給食の写真や、栄養士

からの食のアドバイス等、より多くの情報を発信すること

ができました。 

 

・地元産の野菜を取り入れたことによって、新鮮で安全な

給食の提供及び地域農業の活性化を図ることができた。目

標値の１０％以上の使用を上回ることができました。 

（11.59％） 

 

 

達成度：H26.3.31の自己評価 

５ 目標を完全に達成した。  

４ 目標を概ね達成した。 

３ 目標を一部達成した。 

２ 目標をほとんど達成できなかった。 

１ 目標をまったく達成できなかった。 

様式１ 
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（３）給食センター施設設備の改善と衛生設備の充実を図り、食品の品

質管理や給食従事者の健康管理など衛生管理の強化に努めます。 

     ・給食調理機器については、更新計画により毎年実施しています

が、平成２６年度実施予定でした食缶洗浄機については、食缶

洗浄機と併せて入替工事を行いますと経費節減により安価で更

新できるので２５年度に実施しました。 

     ・施設につきましては、今年１月にセンターの屋根タイルが落下

したため補修工事、排水処理施設浄化槽放流ポンプが壊れたた

めに交換工事する等の不慮の事故があり緊急に工事をしまし

た。そのため、施設においも長く使用できるように計画的な修

繕をします。 

 

 

 

２ チャレンジ目標 

（１） 地産地消の推進 

    地元直売組合に野菜の使用状況等、作付計画に必要な情報の提供

を行う他、安全な農産物の生産など農薬使用の適正化についての

情報収集を行います。 

 

（２） 施設及び従事者等の衛生管理 

    施設整備の清潔、衛生の保持及び食中毒防止に係る啓発を年間を

通して行います。 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

５ 

・経年劣化等のため以下の入れ替え工事・補修を行いま

した。（主なもの） 

｛機器｝・食缶洗浄機・食器洗浄機 

｛備品｝・給食配送用コンテナ 

（小中学校３校の入替終了） 

｛修繕｝・調理場内排水用側溝グレーチング枠修繕 

    ・給食センター屋根タイル補強修繕      

    ・排水処理浄化槽放流ポンプ交換工事 

 

 

 

 

 

 

 

・地元産の野菜を取り入れたことによって、鮮度が高い

給食の提供ができました。また、給食を通して地域農業

の活性化に貢献できました。 

 

 

・定期的な検査の実施等をとおして、適切な衛生環境を

保持することができました。 


